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「
地
域
の
た
め
に
、
何
か
し
て
み

た
い
」、「
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し

て
み
た
い
」、「
で
も
ど
う
や
っ
た
ら

い
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
消
防
団
で
は
そ
ん
な
皆
さ
ん
を

大
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
が
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
活
躍
し
て
い
る
人
の
集
ま

り
で
す
。
火
災
な
ど
の
災
害
時
に
は

消
防
署
と
一
体
と
な
っ
て
、
迅
速
に

消
火
・
救
出
活
動
を
行
い
、
災
害
か

ら
ま
ち
と
町
民
を
守
る
と
い
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
各
地
で
多
発
し
た
大
規
模
災

害
で
は
、
多
く
の
死
傷
者
や
行
方
不

地
域
を
守
る
消
防
団

消

防

団

員
募
集

明
者
が
出
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
消
防
団
員
が
活
躍
し
、
安
全
と
秩

序
を
守
る
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し

て
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
団
員
の
高
齢
化

な
ど
、
そ
の
数
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
団
員
の
確
保
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
消
防
団
は
、
災
害
か
ら
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
非
常
に
重

要
な
組
織
で
す
。

　
消
防
団
へ
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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　皆さん、火災を起こさないよう、また、火災から大切ないのちを守る
ため、次のポイントを心がけましょう。

▲

３つの習慣 ▲

①寝たばこ、たばこの投げ捨ては絶
　対やめましょう。
②ストーブは、燃えやすいものから
　離れた位置で使用しましょう。
③料理の途中などで火のそばを離れ
　るときは、必ず火を消しましょう。

▲

４つの対策 ▲

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用の
　火災報知器を設置しましょう。
②寝具や衣類からの火災を防ぐため
　に、防炎製品を選びましょう。
③火災を小さいうちに消すために、
　消火器を設置しましょう。
④お年寄りや身体の不自由なかたを
　守るために、隣近所の協力体制を
　つくりましょう。

●平成18年　秩父消防本部管内市町村別統計

市町村別
火　　災　　件　　数 死 傷 者

建　　　物 林野 車両 その他 合計 死者 傷者全焼 半焼 部分焼 ぼや
秩 父 市 8 9 2 4 4 10 37 5 4
横 瀬 町 1 1 1 3 1 7
皆 野 町 1 1 2
長 瀞 町 1 2 2 5 2
小鹿野町 1 1 2 1 2 6 13 1 3
合　計 10 0 12 7 8 7 20 64 6 9
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